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＜連絡事項＞
・4/8以降、山田　よし様、三浦　はま様が南山苑へ退院予定。受け持ちスタッフは書類の準備をして下さい。

・当直に電話をする際は、固定電話ではなくPHSでかけて下さい。

・Drへ報告を飛ばす前に、まずはリーダーへ報告してからDrへ報告を飛ばすようにして下さい。

＜患者様連絡事項＞
・豊川　フク様～20日夜から発熱、酸素飽和濃度の低下あり、肺炎の診断で絶食・点滴・抗生剤加療中。昨日の採血で血清アミラーゼ上昇、血糖上昇しており船場Drへ相談。採血項目追加し、腹部エコー実施。消化器疾患や悪性腫瘍は否定的で、呼吸不全の急性増悪による高アミラーゼ血症の可能性があるとのこと。まずは細菌性肺炎として抗生剤投与を継続していく。明日胸部レントゲン、月曜採血予定。

・土橋　タキ様～息子様より診断書の希望あり、大川PSWが介入中。書式が必要であった為、大川PSWから息子様に電話をしたが繋がらなかったとの事。再度電話が来たら大川PSWへ繋いで下さい。

・中居　ゆり様～本日バルーン交換実施。発熱あり、経管栄養は中止のままとして点滴継続処方いただいている。

・豊川　洋子様～ご家族に郵送しているリハビリの書類の病名の欄に、ご家族が把握していた病名とは違う病名が書かれていたとの事で、娘様から問い合わせあり。
正式には「アルツハイマー型認知症」「パーキンソン病」であり家族へ再度説明済み。医事へ病名変更依頼済み。

・小野寺　和子様～昨日から食事をほとんど摂れておらず、本人と相談しハーフ食にブリックゼリーを付ける事にしましたが、本日昼はブリックゼリーのみの摂取でした。引き続き観察お願いします。

・高橋　サエ様～妹様より内履きの購入の許可をもらいました。安めの靴を希望されており、売店で発注済です。

・工藤　仁八様～御家族へ内履きの購入について電話をするも繋がらず。

・長畝　正信様～深夜帯7時30分に37.6℃の発熱あり主治医へ報告、経過観察の指示あり。以降解熱しているが活気なく昼食は不食。

・田沼　京子様～肌着を他の人にあげて忘れているなど、肌着の自己管理が難しくなってきているため、今日から鍵付きチェストへ保管に変更していく。

＜馬渡Dr診察＞
・澤田　富栄様～バルプロ酸Na400→600mg/日へ増量。

[bookmark: _GoBack]・山本　あつ子様～家族へ退院調整の進捗状況確認の連絡をしたが、電話出ず。家族の協力状況が変わらないのであれば来月みちのく記念病院など検討するようにと指示あり。受け持ちへ連絡対応依頼した。

＜要注目患者様＞
・種市　由次郎様～バイタルサインの異常なし。体位変換時酸素飽和濃度が一時的に低下する様子が見られている。

・中居　ゆり様～10:00、体温37.6℃。13:00、37.1℃。徐脈続いている。体動はほとんど見られない。

・豊川　フク様～10:00、体温37.4℃。13:00、37.9℃、クーリング実施。朝尿意頻回にあり落ち着いて過ごす事ができなかった為、ポータブルトイレを置いています。尿量を確認して下さい。酸素はルームエアで90％～95％。自己排痰出来ているが適宜吸引実施している。

・佐々木　チヨ様～左上肢の脱力は継続している。血圧は上140程度。いつも戻織活気はあり。

・市沢　すを様～食事を変更しても昼食は拒否している。精神状態の観察をしていく。

・河村　紀明様～準夜帯22:20、自室内のベッドや車椅子を動かし、同室者とトラブルになっている。その後も同行為くり返し物品破損の危険性ありクエチアピン（12.5）1T与薬。その後もリネン弄りをされ不眠で経過。日中もテーブルや椅子を動かす行為あり、見守り介入している。

・長畝　正信様～深夜帯37.6℃。日勤帯36.9℃。他バイタルサインの異常なし。朝食は全量、昼食は拒食している。

＜OTより＞
・佐々木　チヨ様～左上肢脱力あり、失認見られる。三角巾を使用する案も出ているが、常時装着すると左腕の失認が強くなり、自ら腕を使わなくなってしまう可能性ある。
　　　　　　　　　車椅子へ座っている時は、左腕の下にクッションを入れて安定するようポジショニングをして下さい。
　　　　　　　　　臥床時、左側臥位にする際は左肩や腕を巻き込まないようにして下さい。
　　　　　　　　　トイレ誘導時だけ三角巾を装着するか検討。使える布があるか見てくれるとの事。
　　　　　　　　　トイレ誘導時は転倒転落のリスクが高いので、2人介助で行ったりし、その場を離れないように注意して下さい。
